
長岡京市女性交流支援センター 

No. 13 November.2018 

特集1 パープル＆オレンジリボンプロジェクト2018 

DVってなに? 

DVとは夫婦や恋人同士という親密な関係において、さまざまな手段（暴力）を使って相手を支配しよう

とする行為です。例えば以下のようなことがあります。 

・身体的：殴る、小突く、蹴る、髪をひっぱる、包丁を突きつける、首を絞める、物を投げる、 

       怪我をしているのに病院に行かせない、暴力を振るうふりをする 

・精神的：怒鳴る、暴言、無視、なじる、見下す、発言権を与えない、監視する（電話や携帯も） 

     嫌味を言う、死ぬと脅す、大事なものを捨てる壊す、当たらないように物を投げる 

・性 的：同意のない性行為、暴力的な性行為、避妊しない、中絶の強要、不妊を一方的に責める   

     見たくないのにポルノを見せる、他の女性関係を認めさせる 

・経済的：生活費を渡さない、外で働くことを妨害する、家計を厳しく管理する、使い道を制限する 

       収入について教えないし使わせない、相手の収入や貯金を勝手に使う、借金を背負わせる 

・社会的：相手の生活や人間関係や行動を制限したり無視したりする 

      他者との付き合いを制限し相手を独占しようとする 

・子どもを利用する：子どもを相手から取り上げる、 

                子どもを虐待する、子どもを虐待すると脅す 

      相手を非難中傷することを子どもに言わせる 

「暴力の中で生きる」ことについて  
どうして離れられないの? どうして暴力を振るうの? 暴力がある家庭にできる支援は?  
今年のパープル＆オレンジリボンプロジェクトではそれらにスポットをあて講座を企画しました。 
DVや児童虐待の被害と加害の現実について知り、暴力がなくなる社会について考えましょう。 

DV 
サイクル 

どうしてDVしてしまう? 

過去に暴力を受け抑圧されたものがより弱者に向けられたり、強く偉くなくてはいけないというジェン

ダー規範によるものだったり、夫婦や恋人だからと相手と自分との境界線がなくなったり、自分の感情

を処理できなかったり、自信がないからなど理由はそれぞれでしょうが、いかなる理由があっても暴力

を振るうことは許されません。暴力以外の方法を選択することが求められます。 

どうして離れられない? 

嫌なこと辛いことなのに離れられないのには理由があります。

右図のように繰り返される関わりによって被害者は力を削が

れ「離れることができない」と思ってしまうのです。 

加害者に支配された状態です。 



・印鑑登録証明書の性別欄は削除しています。 
・住民票記載事項証明書の性別欄は省略ができます。 

市民課 

・国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療保険の被保険者証や、 
医療費受給者証などは通称名の記載ができます。（性別や戸籍上の氏名は裏面に記載） 

国民健康保険課 

高齢介護課 

医療年金課 

・選挙の投票所入場券の性別欄削除を検討しています。 総務課  

「性」について考える  
   「LGBT」から「SOG I（ソジ）」へ  

ジェンダーブレッドパーソン 
 右のイラストは「ジェンダーブレッドマンv3.3(バージョン3.3)」。アメリカのサム・キラーマン(アク
ティビスト・コメディアン・教育者・作家・イラストレーターなど多様な肩書きを持つ)がホームページで
紹介しているものです。子どもから大人まで良く知っているジンジャーブレッドクッキーを模して複雑に
絡まる「多様な性」を可視化しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分の「性」は自分で決める 
 そして重要なのは、すべては誰が決めるものでもなく自分が決めるものです。しかし、今の社会は「女
と男」という二分化による価値観が当たり前とされていて、生まれた時の性器の違いによって、その後の
人生も「女か男かのどちらか」で生きるよう強いられます。先に紹介したように、誰もが他の人と違う
「性」を持って生まれています。それが「個性」と言われるものであり、人をとても魅力的にします。  
私たちはすべて互いに異なっています。相手の「性」の仕組みが自分のものとは違うという理由で、相手
の心を傷つけたり不自由さを負わせるのは人権侵害です。 
 行政・学校現場・企業においての多様な性に関する教育や対応、例えば性別を問わず利用できるトイレ
や更衣室の設置などハード面の充実も必要です。ジェンダーハラスメントを防ぐための倫理観を形成し、
お互いの違いを尊重する社会への成長がますます求められています。 

特集2 多様な性 

「SOGI(ソジ)」とは、Sexual Orientation (セクシュアルオリエンテーション・性的指向)と Gender Identity 
(ジェンダーアイデンティティ・性自認)の頭文字です。「LGBT」 は、「男性」と「女性」というカテゴリーに新
たなカテゴリーをプラスしたものであり、それらに該当しない様々な「性」もあります。二人として同じ「性」
を生きる人間はいないという視点から、万人を対象とし、個々の「性」を表現することができる言葉として
「SOGI」が使われ始めています。 

出典：Sam Killermann / Itspronouncedmetrosexual.com 

☆脳にはIdentity(アイデンティティ・自己認識) 
  ⇒自分が自分の性をどう決めているか。 
☆心にはAttraction(アトラクション・魅力を感じる) 
  ⇒自分がどんな相手に魅力を感じるか、どんな相手と性交渉を 
   したいか。誰にも魅力を感じないということもあります。 
☆性器ではSex(セックス・性器の違い) 
  ⇒生物学的な性器の違い。男女に二分化されるものではなく、 
   男女両方の特性を持つ人もいます。 
☆Expression(エクスプレッション・表現) 
  ⇒服装や態度、社会的な行動などで自分の性を表現するもの。 

どの項目においても人によって度合いやイメージが違います。 
私たちの「性」はいろいろな条件の掛け合わせで構成されており、
その掛け合わせの数は無限で、微妙な違いがあるのです。 

０７５‐９６３‐５５０２ 
（月～土午前9時～午後5時） 女性交流支援センターの相談 

男性電話相談  
０７５ ‐９６３ ‐ ５５２２ 

（毎月第４金午後７時～午後9時） 

DV相談専用番号  
０７５‐８７４‐７８６７ 
（月～金午前9時～午後5時） 

電話相談専用番号  
０７５‐９６３ ‐５５２２ 
（月～金午前9時～午後5時） 

女性の相談室  
予約・問合せ番号 

◆長岡京市の性別表記等見直しの取り組み◆ （30年10月現在）詳しくは担当課へお問い合わせください。 

・印鑑登録証明書の性別欄は削除しています。 
・住民票記載事項証明書の性別欄は省略ができます。 
・国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療保険の被保険者証や、 
 医療費受給者証などは通称名の記載ができます。（性別や戸籍上の氏名は裏面に記載） 
・選挙の投票所入場券の性別欄削除を検討しています。 

市民課 

市民課 
国民健康保険課 
高齢介護課 
医療年金課 
総務課  
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晩婚化・晩産化の現状と 

生殖医療の今…     
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女性の電話相談 月曜～金曜 9時～17時   075-963-5522 女性相談者のお話を女性相談員がお聴きします 

7 / 1 3  （金）  
あなたの〝起業したい〟を応援 

「出逢い」の魔法の話   

起業の経緯、様々な出逢いによって得たチャ
ンスなどの話を講師手作りのハーブティを飲
んだりアロマソルト作りを体験し 
ながら聞きました。 

6 / 2 3  （土） 男女共同参画週間事業 

自分軸で過ごすダブルケア期のコツ                   

JUNE to OCTOBER 

事業報告 

8 / 2 1  （火） 

多様なセクシュアリティを考える 
～教育現場が担う役割とは～   

性的指向と性自認に関連する国の動き、2016年全国調査、いじめ被害、
不登校、自殺未遂生涯経験率、性同一性障害に係る児童生徒に対する学
校の支援の事例、カミングアウトの問題点などの話を聞きました。 

9 / 1 0  （月）  

起業に役立つメディアツール活用の基礎 

目的によるSNSの具体的な使い分けやホームページ作成や維
持についてなどツール活用の話だけでなく、起業に必要な心
構えやブランディングに関する話もありました。 

1 0 / 1 3  （土）  
アクティブ・ブック・ダイアローグ®の読書会 

「言葉は現実化する」を読む 

ページを参加者で割り振り要約して発表し、感想
を対話するという手法の読書会。短時間で内容が
わかり、グループでの対話の楽しさを感じました。 

1 0 / 1 6  （火）  

３歳から伝えよう 
からだや「性」のこと 

3歳から伝えたいからだや 
性の話を「科学・安全・健康」 
視点から学びました。 

Purple 

Orange 

これってどういう意味？ 

男女共同参画ワード 
「パープルリボン」と「オレンジリボン」  

D Vと児童虐待がない社会をめざして  

パープルリボンは、1994年2月米国ニューハンプ
シャー州で、レイプや虐待のサバイバー、医療専門
家、セラピスト、法律関係者、関心を持つ市民らに
よって結成された「インターナショナル・パープル
リボン・プロジェクト」から始まりました。 
 内閣府では、2009年より「女性に対する暴力を
なくす運動」期間中に東京タワーと東京スカイツ
リー（2016年より）を紫色光にライトアップして
います。このライトアップには、女性に対する暴力
の根絶を呼びかけるとともに、被害者に対して「あ
なたは一人ではない」ことを伝え、励ます意図が込
められています。京都府でも、2010年から内閣府
と連携し京都タワーのライトアップを行っています。 

オレンジリボンが生まれたのは、2004年栃木県で
３歳と４歳になる2人の兄弟が父親の友人から暴行
を受け、いったんは保護されながら、同年9月11日
ガソリンスタンドで再び暴行を受け、橋の上から川
に投げ込まれて幼い命を奪われるという痛ましい事
件がきっかけです。 
 2005年、栃木県小山市の「カンガルーＯＹＡＭ
Ａ」という団体が、二度とこのような事件が起こら
ないようにとの願いを込めて、児童虐待防止を目指
してオレンジリボン運動が始まりました。それから、
行政や市民団体がオレンジリボンをシンボルに児童
虐待防止のための様々な広報・啓発活動を実施して
います。（児童虐待防止協会HPより） 

内閣府の調査によるダブルケアの現
状、様々なケアによる複合介護の実
際、介護者が燃え尽きないための意
識変革、注意点や具体的な方法など
を知りました。 

晩婚化・晩産化という社会現象を医療現場の現状から知ることによ
り、新たな見解や知識を得、女性の一生は女性ホルモンに左右され
ていることを理解し、自分の身体を見つめ直す機会としました。 

長岡京市 人権・男女共同参画フォ－ラム2018 

平成３０年１２月８日（土） 
開場：１３：１５ 
講演：１４：００～１５：３０  
会場：長岡京市立中央公民館 
    ３階市民ホール  おくやま  よしえ 

俳優 奥山 佳恵さん 

定 員： ２００人（予約制）手話通訳・要約筆記、ヒアリングループ設置スペースあり 

申 込：１１月５日（月）９:００から 電話、FAX、メールにて 

託 児：６ケ月～就学前幼児先着１０人（要予約）※託児申込みは1１月３０日（金）まで 
申込先：長岡京市女性交流支援センター 

第二子、美良生(みらい)くんを
迎えての家族の日常を伝えるこ
とでダウン症への理解を深めて
ほしいとTVや映画の他イベン
ト出演、講演活動なども精力的
に行っている奥山さんの講演。 



 
 
 
 
[時 間]10時半～12時半  
[場 所] バンビオ1番館6階 会議室3 
[対 象] 男性 
[申込み] 2/1(金)より  
[講 師] 吉岡俊介さん（シニア産業カウンセラー）  

 
 
 
[時 間]10時半～12時半  [場 所] バンビオ1番館6階 会議室3 
[対 象] テーマに関心のある人 [申込み] 12/17(月)より 
[講 師] 白倉亜矢子さん（ファイナンシャルプランナー）  

◇編集・発行◇ 
長岡京市女性交流支援センター 
〒617-0833 
京都府長岡京市神足２丁目３番１号 
長岡京市立総合交流センター６階 
TEL 075-963-5501  
FAX 075-963-5521 
E-mail:josei-c@city.nagaokakyo.lg.jp 

◇利用のご案内◇ 
☆開館時間 
月曜日から土曜日 
午前９時から午後５時 
☆休館日 
日・祝日及び年末年始 
☆アクセス  
ＪＲ京都線長岡京駅西口から徒歩１分 

 

女性交流支援ｾﾝﾀｰ 

商業棟 

（バンビオ 2 番館） 

広場公園 

バス停 
JR 長岡京駅 

商業棟 

（バンビオ 2 番館） 

複合施設（バンビオ 1 番館） 

長岡京市立総合交流センター６F 

女性交流支援ｾﾝﾀｰ 

バンビオ 

広場公園 

11/16 (金) 

少女たちの生と性から リプロダクティブ・ヘルス/ライツを考える 

ＡＶ出演強要とＪＫビジネスの現状 

10/3 (Tuesday) 

[時間]10時半～12時半 [場所] バンビオ1番館6階会議室３ [申込受付] 9/1 (金)（託児あり） 
[講師]野澤征子さん（NPO法人キッズナビわかば副理事長） 

女性のステップセミナー 

～好き♡を仕事にする～   

[時間]13時～14時半 [場所] バンビオ1番館4階学習室1 [申込み] 9/11 (月)より（託児あり） 
[パネリスト]石橋かおりさん（リユースショップあかり代表）森田絵美さん（お顔そりroom「つむぎ」）他 
[コーディネーター]宮川千明さん（長岡京市商工会経営支援員） 

先輩に聞く！プチ起業 始めてどうですか？ 

10/5 (Thursday) 

女性活躍推進講座  

                ～知っておきたいお金のハナシ～ 

            子育て世代のライフプラン 

[時間]10時半～12時 [場所] バンビオ1番館6階会議室３ [申込み] 9/19(火)より（託児あり）  

[講師]奥村敏明さん（ファイナンシャルアドバイザー） 

10/13 (Friday) 

子育て支援講座  

事業  
 報告  

NOVEMBER  
to  

FEBRUARY 

パープル＆オレンジリボンプロジェクト2018 

暴力を乗り越えて～生きててよかった～ 

[時 間]13時半～15時半 [場所] バンビオ1番館6階 創作室1 
[申込み] 10/15(月)より（託児あり） 
[講 師]柳谷和美さん（おやこ広場桜梅桃李代表・心理カウンセラー） 

1/25(金) 

シニア男性のための 
アンガーマネージメント 

人生山あり谷あり 

 老後に必要なお金のハナシ 

講座に参加ご希望の方は女性交流支援
センターまで電話・FAX・メールなど
でお申込みください。詳細はチラシを。 

パープル＆オレンジリボンプロジェクト2018 

長岡京エンパワーネット市民ワークショップ  

私たちの中にあるDV ～嫉妬と束縛～ 

[時 間]13時半～15時半 [場所] バンビオ1番館6階 創作室1 
[申込み] 10/22(月)より（託児あり） 
[講 師] 伊田広行さん（立命館大学・大阪経済大学等非常勤講師） 

[時 間]13時半～15時半 [場所] バンビオ1番館6階 会議室３ 
[申込み] 11/1(木)より（託児あり） 
[講 師] 宮井研治さん（臨床心理士・京都橘大学健康科学部心理学科特任教授） 

パープル＆オレンジリボンプロジェクト2018 

DVの中で生きる子どもへの視点と支援 
～解決思考の立場から～ 

[時 間]10時～11時半  
[場 所] バンビオ1番館6階  
女性交流支援センター 
 [申込み] 10/26(金)より 

12/3  
(月) 

12/14 (金) 

家庭で話す  

思春期の性♡ 

[時 間] 10時半～12時半   
[場 所] バンビオ1番館6階 
            会議室3 
[申込み] 11/19(金)より  
[講 師] 男女共同参画 
            アドバイザー 

2/22(金) 

～性の多様性を知る～ 
誰もが暮らしやすい社会の実現に向けて 

11/22  
(木) 

11/24 (月)  

2/9 
(土) 

しっと そくばく 

パープル＆オレンジリボン 
         プロジェクト2018 

羊毛フェルトで 
アクセサリー作り 

11/28 
(水) 

センターNEWSき★ら★りは、すべての人が生き生きと暮らし、「き・ら・り」と輝けるよう、「き・ら・り」なヒントを発信中！ 

[時 間]13時半～15時半  
[場 所]バンビオ1番館6階 創作室1        
[申込み] 11/1(木)より（託児あり） 
[講 師] 東小雪さん（元タカラジェンヌ・LGBTアクティビスト） 

9月から男女共同参画アドバイザーとして勤務
させていただくことになりました。 
みなさまが気軽に、安心して、お越しいただける
ような場所を提供できるよう努めてまいります。 
どうぞよろしくお願いいたします。 

New  
Face 

男女共同参画アドバイザー 

湯浅 綾野 


